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令和２年度中学校国語科授業づくり研修会
（一人一台端末を使用した授業づくり）

1
文部科学省「国語科の指導におけるＩＣＴの活用について」より

2

文部科学省「国語科の指導におけるＩＣＴの活用について」より
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場面に応じた国語科におけるＩＣＴ活用のイメージ（例）

情報を収集して整理する場面

自分の考えを深める場面

考えたことを表現・共有する場面

知識・技能の習得を図る場面

学習の見通しをもったり，学習の内容を蓄積したりする場面

文部科学省「国語科の指導におけるＩＣＴの活用について」より 4

インターネットなどから情報を収集

画面上で考えを共有

スピーチ・話し合いの録画・再生など

古文や漢文の学習に利用

模範動画などを見て学習の見通しをもつ
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学校におけるＩＣＴを活用した学習場面

「教育の情報化に関する手引き」より
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Ａ１ 教員による教材の提示Ａ 一斉授業

【使用機器】
①教師用ＰＣ又はＤＶＤプレイヤー
②電子黒板又はプロジェクター
③場合によって，学習者用タブレットなど

画像の拡大提示や書き込み，
音声，動画などの活用
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Ａ１ 教員による教材の提示Ａ 一斉授業

【使用機器】
①教師用ＰＣ又はＤＶＤプレイヤー
②電子黒板又はプロジェクター
③場合によって，学習者用タブレット
など

中学３年

「おくのほそ道」

テキストの音読に活用

資料として活用

教材として活用

【教科等の指導における具体例】
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授業アイディアＡ

テキストの音読に活用
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授業アイディアＡ

資料として活用

9

平泉

月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
き
か
ふ

年
も
ま
た
旅
人
な
り
。
船
の
上
に
生
涯
を

者
は
、
日
々
旅
に
し
て
旅
を
す
み
か
と
す
。

古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。

は
く
た
い

く
わ
か
く

か
か
く

こ
う

浮
か
べ
、
馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ
る
う

永
遠
に
旅
を
続
け
る
旅
人

過
ぎ
去
っ
て
は
、

や
っ
て
来
る
年

え

授業アイディアＡ

教材として活用
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Ｂ 個別学習 Ｂ１ 個に応じる学習

【使用機器】
①教師用ＰＣ
②学習者用タブレット
など

一人一人の習熟の程度等に
応じた学習
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授業アイディアＢ

「 」までの一番近い行き方を説明しよう

目的に応じて相手に分かりやすく伝える
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生徒の学習の進捗状況が把握でき，個別に支援ができる

「西階段」という
言葉が入ってい
ませんよ。

教師のタブレット 13

「西階段が

という言葉が入っ
ていませんよ。

生徒の学習の進捗状況が把握でき，個別に支援ができる

教師のタブレット 14

模範解答を全員で共有

た
い
へ
ん

よ
く
で
き

ま
し
た

美術室は，この教室を出て西階段までまっすぐ

進み，西階段を１階まで下り，資料室の前を通っ

て，まっすぐ進むとつきあたりにあります。

Ｂ 個別学習 Ｂ４ 表現・制作

【使用機器】
①教師用ＰＣ
②電子黒板又はプロジェクター
③学習者用タブレット など

マルチメディアを用いた資料，作品
の制作
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Ｂ 個別学習 Ｂ１ 個に応じる学習

【使用機器】
①教師用ＰＣ
②学習者用タブレット など

【教科等の指導における具体例】

朗読やスピーチの技能の習得や向上

活動の様子を記録・再生して自己評価
をしながら練習を行う

Ｂ４ 表現・制作
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お気に入りの○○を紹介しよう

授業アイディアＣ
好きな場所 好きな給食

スピーチ等で活用

スピーチメモの作成
スピーチ練習
（個人で練習）

発表
（撮影）

保存

好きな季節

スピーチメモ

・きっかけ

・具体的な体験

・特に伝えたいこと

ポートフェリオとして活用

（学びの蓄積）
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「私のお気に入りの場所」の紹介シートをつくろう

授業アイディアＤ

文章作成ソフト等で制作し、
成果物を共有・保存

キーボードで入力

写真を取り込む

インターネットでお気に入りの場所を探す
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Ｃ 協働学習 Ｃ１ 発表や話合い

【使用機器】
①教師用ＰＣ
②電子黒板又はプロジェクター
③学習者用タブレット など

グループや学級全体での発表・
話し合い
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Ｃ３ 協働制作 ニュースキャスターになってニュースを伝えよう授業アイディアＥ

記事を選ぶ（協働）

発表の練習

読み原稿の制作（個人） 読み原稿の制作（協働）

班で１つの原稿にまとめていく

発表会

評価シートの書き込
みと提出
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授業アイディアＤ

相互評価用紙（例）

相互評価
提出フォルダへ
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ニュースキャスターになってニュースを伝えよう
授業アイディアＥ

記事を選ぶ（協働）

発表の練習（協働）

読み原稿の制作（個人） 読み原稿の制作（協働）

発表会

読
み
原
稿
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ＩＣＴを効果的に使う（紙に書かせる場面も大切に！）

下
書
き

評価シートの書き込みと提出

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html

各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な活用に関する参考資料
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まとめ

・子供の学びにとって効果的なＩＣＴの活用

・授業者によるＩＣＴの長所と短所の把握
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